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７   会議の概要  

委員長    ただいまから、議会運営委員会を開会いたし

ます。 

      まず、髙田  真里委員から都合により欠席す

るとの連絡がありましたので御報告いたしま

す。  

      〔傍聴の申込み（１名）を許可〕 

      〔報道機関のテレビカメラ撮影を許可〕 

委員長    まず、委員会記録の署名委員に髙道委員、東

委員を指名いたします。 

   本日の協議事項は、お手元に配付のとおりで

あります。  

      初めに、大きな協議事項１番目、３月定例会

の運営についてであります。  

まず、市長から２月２８日（金曜日）に３月

定例会を招集いたしたいとの申し出がありま

したので御承知おき願います。 

次に、議案説明会については、２月２１日（

金曜日）に開催となりますので御承知おき願

います。 

また、議案書は、２月２５日（火曜日）に会

派控室に配付されます。 
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それでは、具体な協議に入ります。 

まず、１つ目の会期及び審議日程について、

お手元に配付しました日程を参考に協議した

いと思います。  

よろしければ、私のほうから日程についての

案をお示ししたいと思いますが、よろしいで

しょうか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、申し上げます。  

      ２月２８日提案理由説明、２月２９日休会、

３月１日休会、３月２日議案調査日、３月３

日議案調査日、３月４日代表質問、３月５日

議案調査日、３月６日一般質問、３月７日休

会、３月８日休会、３月９日一般質問、３月

１０日議案調査日、３月１１日一般質問、３

月１２日一般質問と予算決算委員会（前期全

体会）、３月１３日常任委員会・分科会（補

正分）と予算決算委員会（後期全体会・補正

分）と討論・採決（補正分）、３月１４日休

会、３月１５日休会、３月１６日経済環境分

科会と経済環境委員会、３月１７日厚生分科

会と厚生委員会、３月１８日建設分科会と建

設委員会、３月１９日総務文教分科会と総務

文教委員会、３月２０日休会、３月２１日休
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会、３月２２日休会、３月２３日予算決算委

員会（後期全体会・当初分）、３月２４日議

案調査日、３月２５日討論・採決という日程

を組んでおります。 

日程については、以上のとおりであります。  

したがって、会期は２月２８日から３月２５

日まで、２７日間となりますが、会期及び審

議日程については以上のとおりでよろしいで

しょうか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

なお、補正案件分の討論・採決を行う３月１

３日（金曜日）の本会議は、午前１０時から

始まる各常任委員会・分科会、そして、その

後に開催される予算決算委員会の補正分の後

期全体会の終了後に開会が可能とはなります

が、ケーブルテレビ中継の放送枠確保の関係

上、午後３時から開きたいと思います。 

また、最終日、３月２５日（水曜日）の本会

議については、例年どおり午前１０時から開

きたいと思いますが、いずれもそのように取

り扱うこととしてよろしいでしょうか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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委員長    それでは、そのように決定いたします。 

ここで、３月定例会における討論の通告期限

について確認しておきたいと思います。 

まず、補正案件分の採決を行う３月１３日の

討論・採決に向けた通告期限については、ま

ずは討論が行われる日の前々日、３月１１日

（水曜日）の午後５時までを第一期限とし、

これと対になる立場での討論の通告期限が３

月１２日（木曜日）の正午までとしたいと思

います。 

また、最終日、３月２５日の討論・採決に向

けた通告期限については、３月２３日（月曜

日）の午後５時までを第一期限に、これと対

になる立場での討論の通告期限が３月２４日

（火曜日）の正午までとなりますので、合わ

せて御承知おきください。 

次に、2 つ目の代表質問、一般質問及び議案

質疑についてであります。それでは、今定例

会における代表質問及び一般質問の発言通告

の流れを確認いたします。 

まず、代表質問についてですが、一般質問と

は異なり、質問予定書は提出する必要はなく、

質問通告についても大項目のみを記載してく

ださい。 

      次に、一般質問予定者及び質問順番の各会派

からの報告期限が議案説明会の当日、２月２
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１日（金曜日）の午後５時まで、次に、一般

質問の予定書の提出期限については、２月２

５日（火曜日）の午後３時までとしたいと思

います。 

なお、提出された質問項目の一覧につきまし

ては、でき次第、棚入れにより配付させてい

ただきますので、一般質問予定者が自身でそ

の内容を確認し、重複している場合には会派

間、議員間で調整をしていただきたいと思い

ます。 

その上で、今定例会初日、２月２８日（金曜

日）の正午までに、代表質問及び一般質問に

ついて正式な質問通告を提出していただきま

す。  

また、その際にもし質問の補足として配布し

たい資料があれば、合わせて事務局へ御提出

ください。提出された資料があれば、翌週、

３月２日（月曜日）の本委員会にて、資料の

配布を認めるかについての協議を行いたいと

思います。  

以上のような流れになりますので、各会派に

おいて周知徹底していただきますようよろし

くお願いいたします。  

なお、代表質問の質問時間については、申合

せにより自由民主党は６０分以内、公明党は

２５分以内、社会民主党議員会は２０分以内



6

となりますので、御承知おき願います。 

次に、一般質問の質問時間については、答弁

を含め、一人年間１２０分以内となりますが、

申し出により、３０分、４５分、６０分の質

問時間を選択することができます。 

ただし、１２月定例会までに行われた一般質

問の残時間を考慮して、選択することになり

ます。 

なお、選択した時間未満で質問を終了した場

合も、選択した質問時間は使用したものとみ

なすことになります。  

参考までに、昨年の１２月定例会終了時の会

派ごとの質問時間と残時間の一覧表を配付し

ておきましたので御確認ください。 

なお、一般質問の午前何人、午後何人という  

割り振りについては、３月２日（月曜日）に

開催いたします本委員会において決定したい

と思います。 

また、市長から当初提案された議案の質疑に

ついては、一般質問と一括して行うことにな

りますので、御承知おき願います。 

次に、３つ目の請願・陳情につきましては、

開会日の正午までに受理したものを今定例会

に提出することになっておりますので、今回

は２月２８日（金曜日）の正午までとなりま

す。  
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提出されました、請願・陳情につきましては、

３月２日（月曜日）の本委員会において一括

して報告いたします。  

次に、４つ目の議員提出の意見書（案）、決

議（案）につきましては、一般質問最終日の

前日の午後５時までとなっておりますので、

今回は３月１１日（水曜日）の午後５時まで

となります。 

次に、５つ目の追加議案についてであります。

副市長１名及び教育委員会教育長の任期が令

和２年３月３１日に、教育委員会委員、公平

委員会委員、固定資産評価審査委員会委員に

ついて、それぞれ１名の任期が令和２年５月

１７日に、人権擁護委員６名の任期が令和２

年６月３０日に満了いたします。  

これらの人事案件については、定例会の最終

日に追加提案されることになりますので御承

知おき願います。  

次に、大きな協議事項の２番目、一般質問に

ついてであります。 

このことについて、お手元に資料を配付して

ありますので御覧ください。  

本会議の一般質問において下記の事例が見受

けられますので、議員各位におかれましては

十分に注意してください。 

まず、１つ目、市当局に対して国や県、その
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他の団体等の事務に関する質問をして、なお

かつ、その後の質問の流れの中でも、前段の

国・県等に対する質問と市の事務との関連性

が明確ではないケースがあります。 

一般質問は、会議規則第６２条で「議員は、

市の一般事務について、質問することができ

る」と定めているとおり、本来は議員がその

所属する地方公共団体の行財政全般にわたっ

て執行機関に疑問点をただし、所信の表明を

求めるものです。  

したがって、国や県、その他の団体等の事務

に関する質問は最小限にとどめ、万が一、そ

うした質問をする場合においても、単に事業

内容を聞くだけにとどまるのではなく、その

ことが市政や市民生活とどのような関わりが

あるのかを明確に示した上で、市当局からの

答弁を受け、続けて行う市の事務についての

質問に生かすこと。 

次に、２つ目、一問一答方式での質問におい

て、質問時間が足りなくなってきたことから、

複数の質問を１つにまとめて一度に質問する

ケースがあります。 

一問一答方式の趣旨を十分に理解して質問す

ること。 

次に、３つ目、通告外の質問や通告書の質問

内容が詳細に記載されていなかったために、
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市当局が答弁に苦慮するケースがあります。  

質問の内容や趣旨について、その目的が達せ

られるよう、可能な限り詳細な質問通告を行

うことで、市当局との相互理解を十分に図る

とともに、質問が通告制であることを十分に

踏まえて、良識に基づいて質問を行うこと。  

次に、４つ目、選択した質問時間と質問の量

が乖離しているため、質問時間内に全ての質

問を行うことができないことや、市当局が十

分な答弁を行えないケースがあります。 

昨年１１月１日の本委員会においても注意事

項としてお伝えしましたが、質問の量・項目

数は、自身が選択した時間と市当局が答弁す

る時間を十分に考慮すること。 

最後に、５つ目、質問の中で「〇〇〇につい

ては事前に市当局との打合せをした中で回答

を得たので質問を割愛する」旨の発言をする

ケースがあります。 

聞く人（一般市民）に、議員と市当局が事前

に答弁のすり合わせを行ったような誤解を与

える表現はしないこと。 

注意事項については以上であります。 

なお、この資料については後ほど全議員へ棚

入れします。 

また、昨年１１月１日に開催した本委員会終

了後、全議員に「本会議及び委員会・分科会
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での注意事項について」をお配りしておりま

す。  

今回の件も含めて、議員各位には、いま一度、

質問や討論の意義を確認いただき、発言には  

十分注意していただければと思います。 

最後に、お手元に配付のとおり、委員外議員

である赤星議員より事前に発言の申出書が提

出されておりますので、お諮りいたします。  

赤星議員の発言を許可することに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕  

委員長    賛成多数であります。 

よって、赤星議員の発言は許可することに決

定いたしました。  

それでは、赤星議員の発言を許します。 

赤星議員   委員会の許可をいただきましたので、発言さ

せていただきます。 

今ほどの一般質問での注意事項について、委

員長からお話がございました。この中にあり

ます（２）と（４）にも関係してくることな

のですが、私はさきの１２月議会の一般質問

のときに、最後にもう１問  本当は２問、質

問があったのですが、時間が足りなくなって、
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ちょっと危うい感じになったことがありまし

た。  

私としては質問項目を絞り込んで、一問一答

方式で、時間は足りる予定で順調に質問して

いたつもりだったのですが、市長が途中で急

に手を挙げてより踏み込んだ答弁をしてくだ

さったり、当局側も一生懸命、なるべく答弁

したいということで、予想外の詳しい答弁を

されたこともございました。  

現在の質問の持ち時間は、質問と答弁を含め

た時間となっておりますことから、当局から

どのくらいの答弁があって、また不意に市長

から追加答弁が出ることについて、議員側と

しては予測できるわけではございません。市

長が補足や踏み込んだ答弁をされるというこ

とは市民にとっては非常にいいことだと思い

ます。 

そこで今後の課題ですけれども、質問の持ち

時間について、もし今後見直しの検討をされ

るときがありましたら  例えばですけれども、

議員側の質問時間の分だけを質問の持ち時間

にしてはどうか。近いところでは、例えば滑

川市議会がやっておられるような、質問部分

だけで一旦時計が止まって、当局の答弁はそ

の持ち時間に含まれないといった方式もぜひ

お考えいただければ、より一問一答方式のよ
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さを生かした一般質問がどの議員もできるよ

うになるのではないかなということで、問題

提起をさせていただきたいと思い、委員外議

員の発言の申出書を提出しました。 

委員長    委員の中で、このことについて何か意見はあ

りませんか。 

江西委員   私もこのことについていろいろと意見を言い

たいと思っているところに、今、委員外議員

からの発言がありました。今のアイデアもそ

うなのですが、（３）、（４）、（５）に共

通するところで言えば、当然私どもに案内し

ていただくのはいいのですが、同様に当局側

にも当然、相対  反対の意見を言うべきであ

ると思うわけです。言っていただいているも

のとは思いますが。 

例えば、（３）に「通告外の質問や通告書の

質問内容が詳細に記載されていなかったため

に、市当局が答弁に苦慮するケースがある」

とありますが、これは単純に市当局の力不足

によるものかもしれないわけでありまして、

どこまで詳細に書けばいいのか。それは議会

の場なのだからしっかり答えられるように勉

強しておきなさいよという文書を、当然当局

に発信していただいているものと考えていま
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す。  

また、（４）については、これも今、赤星議

員が言われましたけれども、反対に、議員が

これだけの質問を出していることは当局もわ

かっているわけですから、答弁する場合はそ

れを踏まえて答弁時間を考慮するということ

も、同様に文書を出していただくべきだと思

います。 

（５）については、これが事実であれば仕方

がないわけで、この表現を一方的に出される

ということは、私はどうなのかなと思います。 

赤星議員の意見  （４）については、見直し

は別として、まずはそういった方向で。これ

はお互いにそれぞれで対策をとるべき事項で

もあると思いますので、意見として言わせて

いただきます。  

委員長    その他、委員の方で何か意見はありませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、今ほどの赤星議員の発言

については御意見として伺いたいと思います。 

江西委員の意見についても、そのように受け

止めておきます。  
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江西委員   一般質問での注意事項についてという文書は

誰から発信されているものなのでしょうか。  

委員長    議会運営委員会です。 

      （「委員長、ぜひお願いいたします」と発言

する者あり） 

委員長    以上で、本日の協議事項は全て終了いたしま

した。 

次回の議会運営委員会は、３月２日（月曜日  

）午前１０時から開催いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

これをもって、本日の議会運営委員会を閉会

いたします。 
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令 和 ２ 年 ３ 月 定 例 会 
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